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食
生
活
に
関
す
る
情
報
を

発
信
し
て
い
く
場
に

　
農
業
委
員
会
で
は
、平
成
31
年
度
農
作
業
標
準
賃
金
を

別
紙
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

　
標
準
賃
金
表
は
、目
安
を
定
め
た
も
の
で
す
。
実
際
に

作
業
料
金
を
決
め
る
際
は
、地
域
の
事
情
や
圃
場
の
条
件

を
勘
案
し
、委
託
者
と
受
託
者
で
充
分
に
話
し
合
っ
て
調

整
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
作
業
標
準
賃
金
の
決
定
に
あ
た
り
、

２
月
１
日
に
農
作
業
標
準
賃
金
審
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
農
家
の
代
表
者
、
農
業

関
係
団
体
等
の
職
員
、
農
業
委
員
会
農
政

専
門
正
副
委
員
長
が
委
員
と
し
て
審
議
し

た
結
果
、
人
力
の
部
で
は
人
力
作
業
に
つ
い

て
日
額
２
０
０
円
の
引
き
上
げ
、
機
械
の

部
に
つ
い
て
は
据
え
置
き
と
の
意
見
集
約

が
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
委
員
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
機
械

の
部
に
調
整
と
色
彩
選
別
の
一
連
作
業
を

行
う
際
の
標
準
額
を
新
設
す
る
こ
と
と

し
た
ほ
か
、
10

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
向
け
、
賃
金
表
に

８
％
と
10

％
の
消
費
税
率
に
よ
る
標
準
額

を
表
示
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　

標
準
賃
金
は
そ
の
後
、
２
月
13

日
に
開

催
し
た
第
３
回
農
政
専
門
委
員
会
で
の
協

議
を
経
て
、
２
月
25

日
の
第
６
回
農
業
委

員
会
総
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

◆人力作業の標準額を  １日（８時間）当「6,300円」から「6,500円」と改定する。

　（１時間当810円、超過１時間当1,010円）

◆調整作業に 「籾摺り・米選別・色彩選別 30kg 608円（消費税抜き額）」を新設する。

◆機械の部に 「標準額」「消費税（８％）込額」「消費税（10％）込額」を表示する。

人力は引き上げ、機械は据え置き

2月1日に開催された

農作業標準賃金審議会

大
越 

良
美 

さ
ん 

（
32
）
● 

一
関
地
域

　

「
母
が
毎
年
こ
こ
で
味
噌
を
作
っ
て
い

て
、
小
学
生
の
頃
か
ら
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。」
と
い
う
大
越
良
美
さ
ん
は
、
一

関
に
U

タ
ー
ン
し
て
一
関
農
村
女
性
の
家

の
管
理
人
に
な
り
４
年
。
豆
腐
や
味
噌
の

加
工
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
取
材
の

日
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
指
示
し
な
が
ら

て
き
ぱ
き
と
味
噌
の
仕
込
み
作
業
を
進
め

て
い
ま
し
た
。
「
結
構
、
大
雑
把
で
カ
ン
で

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
も
っ
と

熟
練
し
た
い
ん
で
す
。」
と
笑
い
ま
す
。

　

農
村
女
性
の
家
は
男
性
で
も
非
農
家
の

方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
「
少
し
ず
つ
男
性

の
利
用
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
味
噌

の
仕
込
み
は
力
仕
事
が
多
い
の
で
、
男
性

の
力
を
発
揮
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。」
と

言
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
施
設
が
一
関
生

活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
指
定
管

理
と
な
り
、
ま
す
ま
す
活
躍
の
場
が
広
が

り
そ
う
で
す
。

　

「
今
は
常
連
さ
ん
の
利
用
が
多
い
の
で
、

今
後
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
方
も
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
で
き
た
て
の
お

豆
腐
は
本
当
に
お
い
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
こ
は

食
生
活
に
関
す
る
情
報
が
集
ま
る
場
所
で

も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
今
後
の
目

標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

担
い
手
紹
介

がんばる
地域

ichinoseki

一関農村女性の家

　　一関市赤荻上袋199-1

　　　　　  　　  一関市農政課21-8421

平成31年度
農作業標準賃金決定

問い合わせ

加工実習室のほか
集会などに使える
和室もあります。



　

食
料
の
安
定
供
給
を
支
え
る
大

切
な
資
源
で
あ
る
農
地
は
、
農
業
上

適
切
か
つ
効
率
的
に
利
用
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
30

年
度
も
遊
休

農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解

消
、
違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
早
期

発
見
を
目
的
に
７
月
11

日
か
ら
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
再
開
・
保
全
管
理
に
よ
り
改

善
さ
れ
た
農
地
が
72

㌶
、
簡
易
な
作

業
で
耕
作
管
理
が
可
能
と
判
断
し
た

農
地
（
再
生
可
能
農
地
）
が
３
㌶
、

す
で
に
山
林
・
原
野
化
し
て
い
て
農

地
へ
の
復
元
が
困
難
と
判
断
し
た
農

地
（
再
生
困
難
農
地
）
が
１
０
０
㌶

と
な
り
ま
し
た
。

　

再
生
可
能
農
地
の
所
有
者
等
に

は
利
用
意
向
調
査
を
行
い
、
2.1

㌶
は

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
付
を
希

望
、
0.8

㌶
は
自
分
で
耕
作
す
る
又
は

賃
貸
借
や
売
却
の
相
手
を
探
す
、
な

ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
の
借
り
入

れ
基
準
に
適
合
す
る
農
地
に
つ
い

て
、
利
用
意
向
調
査
に
回
答
し
な
い

場
合
、
農
業
上
の
利
用
を
す
る
意
思

の
な
い
場
合
等
は
、
「
農
地
中
間
管

理
機
構
と
の
協
議
の
勧
告
」
が
行
わ

れ
、
固
定
資
産
税
が
1.8

倍
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
自
ら
耕
作
す
る
、

賃
貸
借
や
売
却
の
相
手
を
探
す
と
回

答
の
あ
っ
た
農
地
に
つ
い
て
も
、
31

年

度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
利
用
状
況

を
確
認
し
、
そ
の
結
果
適
切
に
管
理

さ
れ
て
い
な
い
場
合
等
は
同
様
に
課

税
が
強
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

再
生
困
難
農
地
の
う
ち
59
・
１
㌶

（
３
９
９
筆
）
に
つ
い
て
、
２
月
25

日

開
催
の
第
６
回
農
業
委
員
会
総
会
で

非
農
地
判
断
を
行
い
ま
し
た
。

　

非
農
地
と
判
断
し
た
土
地
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
に
非
農
地
通
知
書
を

送
付
す
る
と
と
も
に
、
市
、
県
、
法

務
局
な
ど
の
関
係
機
関
に
も
通
知
し

ま
す
。
こ
の
判
断
と
通
知
に
よ
り
、

農
地
台
帳
の
農
地
か
ら
除
外
さ
れ
、

固
定
資
産
税
の
評
価
も
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
登
記
地
目
を
変
更
す
る
に

は
、
本
人
に
よ
る
登
記
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
送
付
し
た
非
農
地
通
知

書
と
登
記
申
請
書
を
使
っ
て
法
務
局

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

農
地
中
間
管
理
事
業
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遊休農地の発生防止・解消を 固定資産税の
課税強化も

農
地
の
利
用
に
つ
い
て
お
困
り

の
こ
と
や
、わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
早
め
に

地
域
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局
、各
支
所
産

業
経
済
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
適
切
な
管
理
で
、
大
切
な

農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　農地を農業以外の用地にする場合

（農地転用）は農業委員会を経由して

県知事の許可が必要です。農業委員会

総会で審議しますので、毎月５日まで

に農業委員会事務局又は農地の所在

地域の支所産業経済課へ申請してくだ

さい。申請の前に許可要件や必要な書

類などの事前相談をお薦めします。 

　また、農業振興地域農用地区域内

の農地である場合は、転用申請の前

に、その農地を農用地区域から除外す

るための手続きが必要となります。除

外の申請受付けは毎年６月に行って

いますので、要件や申請方法について

は、農政課又は支所産業経済課にお

問い合わせください。 

　

岩
手
県
農
業
公
社
（
農
地
中
間
管
理
機
構
）
で
は
、

農
地
を
貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人
の
「
中
間
的
受
け

皿
」
と
な
っ
て
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
手
伝
う
「
農
地

中
間
管
理
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
貸
借
契
約
の
期
限
を
迎
え
る
人
、
農
業
か
ら
リ
タ

イ
ア
を
考
え
て
い
る
人
や
経
営
規
模
の
拡
大
を
目
指

す
人
は
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
事
業
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
】 

● 

所
有
者
（
貸
し
手
） 

▼
公
的
機
関
が
農
地
を
預
か
る
の
で
安
心
で
す
。

契
約
期
間
満
了
後
は
、
確
実
に
農
地
が
戻
り
ま
す
。

▼
農
業
公
社
か
ら
、
確
実
に
賃
借
料
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

▼
農
業
か
ら
リ
タ
イ
ア
な
ど
、
要
件
を
満
た
せ
ば
協

力
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

● 

耕
作
者
（
借
り
手
） 

▼
農
地
を
ま
と
め
て
借
り
る
こ
と
で
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
作
業
の
効
率
化
が
進
み
ま
す
。 

▼
農
地
の
貸
し
手
が
複
数
い
て
も
、
農
業
公
社
と
の

契
約
で
済
み
ま
す
。 

▼
賃
借
料
の
支
払
い
は
農
業
公
社
で
済
む
た
め
、
事

務
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。 

なお、貸し借りの方法は「農地中間管理事業」のほか、「農業委員会での利用権設定」があります

ので、条件を比較のうえ農業員会事務局、農政課又は支所産業経済課へご相談ください。 

年度

荒廃農地

転用・適用外等

解    消

再生可能農地 再生困難農地
改善

（再開・保全管理）

筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積

Ｈ 27 183 22 1,121 136 133 9 1,034 157

Ｈ 28 173 28 1,158 155 106 7 1,540 209

Ｈ 29 192 24 924 115 438 60 1,459 178

Ｈ 30 29 3 723 100 185 17 497 72

再
生
困
難
農
地
の
う
ち

59
・
1
㌶
を
非
農
地
判
定

再
生
可
能
農
地
は

利
用
意
向
を
調
査

平
成
30
年
度 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果

農地中間管理事業 農業委員会での利用権設定

対　象 農業振興地域内の農地 全ての農地

手数料 毎年、農業公社へ賃料（年額）の１％を支払う なし

農地転用の
申請について

（面積：ha）



１月30日、農業委員会から勝部修市長に対し、

「平成30年度農地等の利用の最適化の推進に

関する意見書」を提出しました。

　

当
日
は
委
員
を
代
表
し
伊
藤
公
夫
会
長
、
渋
谷
皓
会
長
職
務
代
理
者
、
石
川

誠
司
農
政
専
門
委
員
長
、
佐
藤
均
同
副
委
員
長
、
佐
藤
繁
農
地
専
門
委
員
長
、

佐
々
木
栄
一
同
副
委
員
長
が
出
席
し
、
中
川
文
志
農
林
部
長
の
同
席
の
下
、
市

長
に
意
見
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　

意
見
書
は
、
１
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
２
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
３
、
新
規
参
入
の
促
進
の
３
項
目
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
課
題
解
決
に
向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
も
の

で
、
29

年
度
ま
で
は
農
政
全
般
に
対
す
る
意
見
を
「
農
政
課
題
に
か
か
る
意
見

書
」
と
し
て
提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
体
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
特
化
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

　

市
長
は
要
望
に
向
け
て
最
大
の
努
力
を
し
た
い
と
し
た
う
え
で
、
新
規
就
農

に
つ
い
て
31

年
度
か
ら
更
な
る
強
化
を
考
え
て
い
る
こ
と
、
農
業
人
材
育
成
に

つ
い
て
早
い
段
階
か
ら
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。 

【２】遊休農地の発生防止・解消について

①担い手対策を充実

②農業振興地域整備計画の見直し等による「守るべき農

地」の明確化

③耕作者の意向を把握するための調査の実施

【３】新規参入の促進について

①新規就農支援事業の積極的アピールと市全体の魅力発信

②就農後の経営・技術の指導強化、機械・設備の導入支援

③新規就農者向け研修施設の整備の検討

④現在実施している新規参入支援策の効果検証と、より効

果的な支援策への見直し

⑤副業としての就農を支援する制度の検討

【１】担い手への農地利用の集積・集約化について

①基盤整備事業の積極的な推進

②地域農業マスタープランの取り組み強化、プランの策

定や見直しに農業委員、農地利用最適化推進委員が

参画する機会を設けること

③集積・集約化をめざす地域の支援強化、集落営農組

織の設立・法人化の推進

④農地の出し手、受け手の要望を関係機関と情報共有

農地等の利用の

最適化の推進に関する意見書

意見書

概　要

　岩手県内の女性の農業委員と農地利用最適化推進委員で

構成される「いわてポラーノの会」という組織があり、先日そ

の総会と活動研修に参加してきました。活動報告や情報交換

会で活発に交わされた意見、発言の中でもっとも印象に残っ

たものが女性はオールラウンドプレイヤーであるとの言葉

でした。

　一関市も昨年９月から新しい農業委員会体制に移行しまし

た。私は、要件によって農業者以外の者で中立な立場で判断

をできる者とされている非農家中立委員となりました。また、

５年前から農業体験・民泊を取りまとめるツーリズム事務局と

して、少し農業分野に携わりを持たせていただいております。

　先日、東京農業大学生の一関実習を行いました。体をフル

に使い、地域を知ろうとする姿から、今どきの若者は……とい

う決まり文句ではなく、様々な情報が交錯する現代の中でも

自身が求めること必要とすることをしっかり考えているのが感

じられ、また地域の人々から学ぶこと、ふれあうことが数字で

計れない価値であり魅力であることを気づかされました。 

　学生を受け入れた農家さんも農業について質問されたり学

生の進路の夢を聞いたりと若者から明るい刺激を受け取り、

夏にでもまた来てほしいという感想をお聞きしました。 

　私は農家ではありませんが、私自身のオールラウンドさを

活かして若者や女性、消費者までが集い語り合うことができ

る仕組みづくりや、農業が農家にも非農家にも魅力あるもの

になるために頑張っていきたいです。 

市
長
へ
意
見
書
を
提
出

一関市農業委員会だより いわいの大地3

オールラウンド

私の目線

松岡 千賀子  委員



　

川
崎
町
門
崎
の
小
野
寺
忍
さ
ん

（
30
）
は
、
22
歳
で
新
規
就
農
者
と

な
り
水
稲
を
中
心
に
経
営
を
し
、

ほ
か
に
も
水
稲
と
作
業
時
期
が
重

な
ら
な
い
ゴ
ボ
ウ
や
長
芋
と
い
っ

た
根
菜
類
を
栽
培
す
る
な
ど
、
将

来
ど
の
よ
う
な
農
業
経
営
が
良
い

か
常
に
考
え
な
が
ら
農
業
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

忍
さ
ん
は
今
年
の
２
月
に
農
業

者
年
金
に
加
入
し
ま
し
た
。
国
民

年
金
だ
け
で
は
将
来
が
不
安
で
、

農
業
者
年
金
は
以
前
か
ら
気
に
な

る
制
度
で
し
た
が
、
就
農
し
た
ば

か
り
で
経
営
も
安
定
せ
ず
、
生
活

す
ら
心
配
す
る
状
況
だ
っ
た
た

め
、
加
入
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
改
め
て
制
度
の
詳
し
い

説
明
を
受
け
た
こ
と
や
、
こ
こ
数

年
で
自
分
の
営
農
ス
タ
イ
ル
が
見

え
始
め
「
こ
れ
な
ら
安
定
し
て
農

業
経
営
が
で
き
る
」
と
い
う
思
い

も
あ
り
、
将
来
を
考
え
て
農
業
者

年
金
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

忍
さ
ん
は
、「
農
業
者
年
金
は
経

営
の
状
況
に
応
じ
て
保
険
料
を
い

つ
で
も
変
更
で
き
る
し
、
支
払
っ

た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
税
制
面
で
魅
力
を
感
じ
ま

す
。
今
後
は
、
認
定
農
業
者
に
な
っ

て
保
険
料
の
一
部
が
国
の
補
助
対

象
と
な
る
政
策
支
援
加
入
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

近
年
、
忍
さ
ん
は
農
事
組
合
法

人
門
崎
フ
ァ
ー
ム
の
運
営
や
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
り
、
農
業
を

リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
の
農
地
を
借

り
受
け
て
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を

防
止
し
た
り
と
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
一
関
市
の
農
業
を
引
っ
張
っ
て

い
く
担
い
手
と
し
て
、
さ
ら
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
い
わ
い
の
大
地
」
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長
　
　
　
佐
藤
　
圭
一

副
編
集
委
員
長
　
　
千
葉
　
太
郎

編
集
委
員

　
佐
藤
多
賀
幸
　
　
畠
山
　
　
潔

　
菅
原
　
清
一
　
　
芳
賀
　
武
郎

　
遠
藤
　
勝
幸
　
　
菅
原
　
良
博

全国農業新聞の購読を！
農業委員会組織が協力して作成している新聞で、
毎週金曜日発行しています。
　●お申込みは、
　　農業委員会または各支所産業経済課まで

購読料

月額 ７００円

編

集

後

記

一関市農業委員会だより いわいの大地4

農業者年金で明るい将来計画!

【川崎地域】小野寺　忍 さん

政策支援加入を

目指したい

農業委員会では、一関市のホームページで委員会

に関する情報を提供しています。毎月の総会日程

や議事録、農作業標準賃金、届出や手続きの案内

などを掲載していますのでご覧下さい。

　https://www.city.ichinoseki.iwate.jp/

一関市のトップページの「総合案内トップページ

へ」をクリック。画面上部の「産業振興」タブから

農業委員会ページへお進みください。

　

昨
年
の
12

月
T
P
P
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
11

が
発

効
し
、
牛
肉
の
輸
入
が
急
増
し
、
さ
ら
に
２
月
１
日
に
日
欧

E
P
A
が
発
効
し
、
欧
州
産
ワ
イ
ン
、
チ
ー
ズ
を
特
売
す
る
な

ど
、
日
本
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
メ
ガ
F
T
A
（
自
由

貿
易
協
定
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
米
F
T
A
（
現
政

権
は
T
A
G
と
言
っ
て
い
ま
す
が
）
も
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
T
P
P
よ
り
譲
歩
し
た
２
国
間
協
定
が
迫
ら
れ
る
の
で
は

と
の
見
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

２
月
１
日
、
秋
田
で
の
「
平
成
30

年
度
あ
き
た
の
圃
場
整
備

『
攻
め
の
農
業
』
発
表
会
」
に
参
加
し
研
修
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

で
20

回
と
か
、
県
内
の
農
業
者
の
み
な
ら
ず
、
遠
く
は
佐
賀
県
、
千

葉
県
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
岩
手
は
私
ど
も
４
人
で
し
た
。こ
こ

で
の
「
営
農
構
想
発
表
会
」
が
基
盤
整
備
事
業
の
採
択
要
件
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
秋
田
は
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
の
で
す
が
、
今
や
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
で
は
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
県
を
あ
げ
て
の
園
芸
振
興
策
を
打
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。
枝

豆
生
産
は
日
本
一
だ
そ
う
で
す
。

　

私
ど
も
の
地
域
で
も
５
年
前
か
ら
、
地
域
に
営
農
組
合
法
人

を
作
り
農
地
集
積
を
行
い
、
基
盤
整
備
事
業
を
計
画
。
や
っ
と

面
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
営
農
計
画
に
は
高
収
益
作
物
を

取
り
入
れ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
こ
れ
と
い

っ
た
作
目
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
、
い
ず
れ
決
め
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
T
P
P
等
の
対
策
事
業
？
）

　

優
良
農
地
が
完
成
し
て
も
、
担
い
手
不
足
・
高
齢
化
で
耕
し

き
れ
な
い
な
ん
て
こ
と
が
な
け
れ
ば
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

千　

葉　

太　

郎


